
マ;

泉鏡花文学の成立基盤と Lての近世文学、特に草双紙についての研究

14510461 

平成 14年度~平成 17年度科学研究費補助金

(基盤研究 (C) 研究成果報告書

EE
・E
・---E

山
山
田
出

7
5

出
町
山
間

γ

船
舶

6

H
H
H
H
U
N
f
o
 

--Ez--EE 

問
問
山
山
山
川

A
U

川
渦
渦
沼
崎

A
U

川
湖
沼
市
川

nu

出
町
剛
山

6

m
E郎
副
町
民

n
u

mmmmmm問
問

岬

E
E

・E・-EE-----

平成 18 年 5~

研究代表者 須田千里

京都大学大学院人間・環境学研究科助教授



泉鏡花文学の成立基盤としての近世文学、特に草双紙についての研究

14510461 

平成 14年度~平成 17年度科学研究費補助金

(基盤研究(C) 研究成果報告書

平成 18年 5月

研究代表者 須田 千里

京都大学大学院人間・環境学研究科助教授



くはしがき〉

本報告書は、次の五編から成る。

一、「草双紙としての『風流線~J (ニ00四年七月二十七日岩波書応発行「文学j第五巻第

四号に掲載された論文を増補したもの)。

二、「泉鏡花文学と読本・草双紙の影響関係についてJ(未発表)。以上、本論。

三、 「 第 七 巻伊勢名古屋解説J(二00四年五月二十七日岩波書府発行『新編泉鏡

花集』第七巻の解説)。

四、「第八巻 信 州 飛 騨 解 説J(二00四年一月七日:岩波書庖発行『新編泉鏡花集』

第八巻の解説)。

五、「泉鏡花単行本書誌J(二00六年一月二十日岩波書店発行『新編 泉鏡花集』別巻二

所収入以上、附論。

三・四は、泉鏡花と各地方とのかかわりを主としながら、その土地にまつわる近世の文学

や伝承との関係を考察したものであり、間接的ながら本研究と関係する。また五は、本研

究のそもそもの出発点となった鏡花単行本の書誌であり、その美麗な装訂は草双紙との類

縁関係を示唆するものである。いずれも複写により添付した。

研究組織

研究代表者 須田千里 (京都大学大学院人間・環境学研究科助教授)

交付決定額(配分額) 金額単位:円)

直接経費 間接経費 ー町W 合計

平成 14年度 1500，000 O 1500，000 

平成 15年度 500，000 O 500，000 

平成 16年度 500，000 O 500，000 

平成 17年度 700，000 O 700，000 

総計 3200，000 O 3200，000 

研究発表

( 1 )学会誌等

f草双紙としての『風流線~J (二00四年七月二十七日岩波書活発行「文学j 第五巻第四

号)。

(2) 口頭発表

なし。

( 3) 出版物

『新編 泉鏡花集』第八巻(二00四年一月七日岩波書活発行)。本文校訂と解題、解説。

本文四八O頁、付録一O頁。



『新編 泉鏡花集』第七巻(二00四年五月二十七日岩波書庖発行)。本文校訂と解題、解

説。本文四八O頁、付録一一頁。

『新編 泉鏡花集』別巻二(二00六年一月二十日岩波書版発行)。秋山稔・田中励儀・吉

田昌志と共著。本文四三五真。分担部分:I単行本書誌J二二一~三四七頁。

研究成果による工業所有権の出願・取得状況

なし。



草双紙としての『風流線』

須田千里

談話 f草双紙に現はれたる江戸の女の性格J(明治四十四年四月)の中で鏡花は、草双紙

に出てくる女には江戸っ子の張や意気地が遺憾なく現れていると言い、その例を『白縫誇』

から引いている。女主人公若菜姫が男装して行った博多の遊廓で、独鈷屋の女あるじお牛

という、以前若菜姫の養母を殺した悪婆を討ち取る場面、男装から女姿に変わった若菜姫

が、「見るにィ組もの面ざしながら、輝くばかりタ化粧、蹴倉も雪の振袖の白薄物に色映ゆ

るから紅の扱帯、柳の腰に万もおびず、何要心のていさい見えねど、そなはる威風療然た

る……」と登場するところがそれで、第二十七編(柳下亭種員作・歌)!I国貞画、安政六年

刊)冒頭部に当るが、草双紙の本文と対比しでも、かなを適宜漢字に直した他にはほとん

ど異同がなく、「……そなはるゐふうのりんぜんたるにお牛もしせ〔ぜ〕んとわな〉かれj

云々と続く。こうした強さと対照的に、続くお牛を竹槍で殺す場面で、若菜姫は恐がる緩援

に向かい fそんなに可恐ければ、わたしの方に寄て居やJと言う。こうした優しさが江戸

つ子らしいところで、好きなところだと鏡花は語る。もっとも、原文に当ってみると若菜

姫は fさても/¥きのよわい ぶしのむすめじゃないかいのj と綾機を叱略していて、鏡

花の記憶違いか、願望か、むしろ逆の対応をしているのだが、絵(図版 1参照)の綾機は

若菜姫に身を寄せ、蜘株の糸に絡め取られたお牛を見上げているから、鏡花はそこに若菜

姫の優しさを読んだのだろう。

『白縫誇』では、竹槍で脇腹を突かれたお牛は「あらくるしやとうめくこゑ さながら

うしのほゆるにたがはず」、やがて絶命する。この「牛j のイメージは、鏡花の『白牛~ (明

治三十一年四月。後題『山僧~)に出る、松家という遊女屋の女主人を想起させる。熱病に

官され、白く太った身体で「吠ゆるが如く捻れる声してJ蒲団の上を這い回る彼女のこと

を、加持祈祷に訪れた山僧は「おもしろい、さながらの牛よJと言う。牛の絵をうまく描

けないでいる少年「われj は、その夜、顔は女で手足が白い牛の絵を描く、という話であ

る。いずれも作品でも、遊女たちに辛い勤めを強い、賛沢に暮らす廓の女主人は、生きな

がら寄生道に堕ちているとの見立てであろう。『白縫誇Jは鏡花の母が所持しており、幼少

時から絵解きをしてもらったものだから(談話「いろ扱ひj 明治三十四年一月)、さきの部

分を r白牛』に用いたものと推測される。鏡花自身も、彫金師で、あった父を継ぐべく、絵

を習わせられたことがあった(九、ろ扱ひj)。

人が畜生道に堕ちる、鳥獣に変化するといった設定は、鏡花文学に馴染みのものである。

『高野聖~ (明治三十三年二月)がまさにそうだし、『草迷宮~ (明治四十一年一月)W夜叉

ケ池~ (大正二年三月) W海神Jj!J荘~ (同年十二月)などの「蛇婿入り Jr蛇女房J誇に拠っ



た諸作も、人が龍蛇の世界に入り込むことを語っていた。『化烏~ (明治三十年四月)の廉

少年は、人間も動植物も向じだという世界観を母から植えつけられ、周囲の人々を烏や獣

に見立てるが、彼と母だけは依然として「人間Jであって、廉は自分が鳥に変化しそうに

見えると恐怖するのである。鏡花は様々な異界、別世界との接点を多く語るが、畜生の世

界に足を踏み入れることは、恐ろしい、しかし甘美な体験で、あった。このことを、『風流線』

(明治三十六年十月~三十七年三月).w続風流線~ (明治三十七年五月~十月、明治三十八

年八月単行)と草双紙との関わりを通して考えてみたい。ちなみに、『続風流線Jでは、「筑

紫の空を蔽ひたる、女傑が術中の蜘妹に似ずJ(四十八)と『白縫誇Jの若菜姫への言及も

あった。なお、以下に挙げる草双紙は鏡花の所蔵や読書が確認されるものである。

まず、『風流線~ w続風流線~ (明治三十七年五月~十月、明治三十八年八月単行)におけ

る草双紙的枠組みについて見ておく O 官頭部、手取川沿いの粟生の茶j苫でお龍と幸之助が

登場する場面、語り手は彼ら二人を「海の納戸の古襖に先祖から貼つである、大津絵から、

花形が二人抜け出したお若衆と藤娘か(1 )、七夕様か、雛一対J(一)と述パていた。ま

た巨山五太夫登場の場面は、 f襖越に人の崇}詳して、お若衆と藤娘が其処を抜けて出たらし

い、ミ大津絵の古襖の破日にちら/¥と、黒い劫長が見えたのをJ(四)云々とある。「雑と

村夫子といふ見立J(間)で古襖から現れた巨山もまた、絵画的イメージを身に纏っている。

お龍の印象はこのとき巨山の脳裏に深く刻まれ、のち、彼女が「救小屋非人控Jを持参し

て現れたときも f粟生の茶庄で古襖の大津絵の、若衆と娘とが抜け出して、土問の床九に

並んだのを美く見た夢の、未だ覚めやらぬかを疑ふたJ(百)ほどで、あった。

大津絵(追分絵ともいう)とは、江戸~明治期に近江国大津・大谷・追分辺で土地の人々

によって描かれた絵である。簡略に走り書きされ、旅人の安価な土産物として大量生産さ

れたため、画題は定型化され、描き方も単純化されて様式化が見られる。初期は阿弥陀三

尊・地蔵尊・青面金岡IJなどの仏画が中心だ、ったが、やがて世俗絵が登場、藤娘・傘さし美

人・太夫などの女絵、鬼の念仏・鬼の行水・鬼の三味線などの鬼絵、若衆・鷹匠・野郎・

弁慶・頼光・相撲などの人物絵、瓢箪絵、・酒呑猫・狐と馬・鷲などの鳥獣絵等が描かれる

ようになった。素朴で瓢逸な趣を持ち、寓意を込めたものも多い。大津絵の中でも鬼の念

仏などとともに有名な藤娘は、さながら踊り姿を描いたような巧みな身のこなしで、洗練

された非現実的な美しさを持つo 一方若衆は美少年で、二本差しから男だとわかるものの、

女と見まがう大柄の模様の振袖を着ている。旅姿のもの、馬乗り姿、鷹匠などいくつかの

類型があるが、いずれも理想化された美少年像といえる(図版 2)。

次いで、『続風流線』の末尾に目を転じよう。登場人物たちの消息を語るのは f諸国を絵

行脚するJ(続九十一)狩谷秀岳である。彼は

懐中絵の具、旅硯、不二太を描き、お龍を描き、力松、捨吉を描き、河童を描いて物

語る、夜にあらざればせず。例として、さて:仕を治rして、暗中に筆を運らす奇技あり、



須奥にして燈を点ずれば、一個の麗人、紙上に写し出されて、捷毛、黒髪の一審乱

れず、是怨の如く、渠が脳裡に印せられた、夫人美樹子の反映である、(同)

主要な登場人物は、いわば絵の中から立ち現れ、絵の中に帰っていくのであり、それを

随時呼び出すのが絵師狩谷秀岳なのである。冒頭と末尾の照応は明らかであろう。この部

分は、自筆原稿(慶応義塾図書館蔵)ではその直前の「島に禽獣の女王あり Jで、いったん

I (完)J としたのを改めて、書き継がれたもので、あった。たしかに、焦土となった芙蓉館

跡地に禽獣を従えて君臨するお龍と、彼女に仕える多見次のイメージは人間離れしていて、

現実のものとは思われない。たぶん、『天守物語JJ(大正六年九月)の姫川図書之助のよう

に、人間界から異界の存在に変化したのだろうが、これをいわゆる三人称小説として語る

ことの難を回避するため、また冒頭と明確に対応させるため、秀岳による絵物語という形

式が最終的に選択されたのであろう。

こうした設定は、おそらく、正続『風流線J全体を絵と物語とから成る草双紙に見立て

ようとしたためと思われる。例えば、小間使のお孝が美樹子と幸之助のいる部屋の襖を開

けたとき、「夫人と幸之助が膝を動かさなかったら、何時も見る姿ながら、其の美しさ、絵

ならずや、両方敷いた坐蒲団も、薄色の一片の、儲たばかり思ったであらうJ(六十六)

や、「船頭も船も、幸之助、夫人の姿も、謹墓と薄墨と二度摺の黄昏色J(続七十九)など

は草双紙の挿絵を思わせる。印象的な場面場面の連続によって構成された本作の中で、お

龍と幸之助をそれぞれ大津絵の藤娘と若衆に喰えるのは、定型化・単純化された非現実的

な美男美女の画像を、草双紙の人物画像になぞらえようとしたためであろう。草双紙の「草J

は、「草相撲j などのように、正式ではない、通俗的の意とする説が一般的だが、これは絵

で言えばまさに大津絵のイメージなのである。

子どもや女性を主な読者とした草双紙(合巻)には、民話・巷説・奇談の摂取、滑稽性、

伝奇性(特に猟奇性)などが顕著である。じっさい『風流線』でもそうした性格は多く認

められる。

まず、お龍と巨山との対立は俵藤太秀郷のムカデ、退治誇を踏まえていよう。近江国瀬田

の橋に横たわった大蛇を踏んで、通った秀郷の豪胆と武勇を見込んで、その夜、美女と化し

た龍神が現れ、永年の敵である三上山のムカデ退治を懇願する。みごと退治した秀郷に美

女は宝物を贈り、龍宮に招いて饗応した、という話である(御伽草子『俵藤太物語』、『太

平記』巻十五「三井寺合戦事j など)。鏡花はすでに『海戦の余波JJ(明治二十七年十一月)

八で、ムカデが来れば「龍宮は滅茶々々だJ、だから「また瀬多の橋へ行って寝転んで、人

跨いだ奴を頼むで来ゃうかj などと鰯と鯖に問答させており、この話を知っていたことは

明らかである。本作では、鉄道工夫の一回風流組を f鱗を立て〉十八九人。〔中略〕二人三

人が棺繋いで、正に色黒く、丈長き異数の怪物、〔中略〕末は遥に雲間より地平線上に降れ

る長湯J(十八)、 fのたくり込んで来た毒蛇J(三十八)などと形容し、鉄道線路も「一口



に金沢を呑まむとするは、此の恐るべき毒蛇の議Jで、鶴来に曳いたのは即ち尾に当るJ(九

十六)と語られていた(続三十六~七にも類似の表現がある)。一方、芙蓉湖の中にそびえ

る巨山の別荘の、陸地と連絡する抗議は「元禄大な尉遅J(乙十三)と形容され、「むかし

龍宮へ行った話は、亀に乗って娯艇を退治たんだ、けれど、此方は娯艇に乗っかって喜見城

へ入るのだものJ(同)とムカデ退治誇も言及されていた。刑事志望の木谷転倒太が、風流

組を捕縛して「娯艇のやうに繋いで通るJ(九十二)と言うのは、蛇の化身である風流組が、

虜になれば娯艇の側に入ることを示していよう。また、芙蓉湖で龍巻が起こり、美樹子を

乗せた船が転覆してあわや多見次に奪われようとしたのも、龍蛇と蝦艇の関争の一環と位

置づけられる (2)0 

「首媛J(十四)とも見られたお龍が村岡とともに鞍ケ巌頂上の千蛇ケ池に行き、そこに

巣食う魅魅魁魅・山の神・悪魔たちにまみえる場面(r異形のもの」三十二~三十五)は、

彼女が鱗虫(龍蛇)の長たる龍の資格を得る儀礼を示している。もともと千蛇ケ池は白山

頂上部にある池で、むかし白山を関山した泰澄が暴れまわる千匹もの大蛇を封じ込め、

の蓋をしたとしづ伝説を持つ(後年の「夜叉ケ池j では白山に千蛇ケ池があるとする)。鞍

ケ巌頂上付近にある長さ四00メートノレ、幅最狭六0メートルばかりの「大池J(日置謙防長

加能郷土辞葉J昭和四十八年十月北国新聞社復刻)に「千蛇ケ池」の名を与えたのは、お

龍の形象に関わる改変で、あった。『続風流線』末尾で、巨山に犯されそうになったお龍がラ

ンプを覆し、炎にまかれて焼け死のうとするのも、龍が畜生道で「三熱の苦しみJ(3) を

受けることを踏まえていよう。村両との婚礼の場面を回想する多見次が、「天人でも、龍神

でも此の道にかはりはねえJ(続八十八)というように、お龍は風流組内部で龍の化身と認

められていた。つまり、蛇(風流紐)の頭としてお龍がおり、娯艇の首領が巨山なのであ

る。してみれば、お龍らによって巨山が退治されることは初めから予想されることであっ

た。焼けた芙蓉館の跡地に「禽獣の女王J(続九十一)お龍が君臨し、近寄る船を「河童J

の多見次が覆らせる結末もまた、水族の勝利として予定されていたであろう (4)。芙蓉館

は、「龍宮J(十四) r喜見城J(二十三)と形容されるように天人の遊ぶ極楽とイメージさ

れていたが、実際は、巨山が自ら作成した「救小屋非人控Jを見て楽しみ、美樹子と幸之

助が姦通しようとし、巨山が狩谷秀岳の妻お妻を犯し、最後にはお龍をも犯そうとする逆

ユートヒ。アで、あった。巨山の虚偽と偽善に糊塗された館を滅ぼし、芙蓉潟を回復するのが

龍の化身たるお龍の使命だ、ったのである。

以上のように考えると、俵藤太に当たるのは村岡ということになろう。彼はそもそも、

千蛇ケ池を華厳の滝に見立てた上で自分の遺書とそれに対する世人の反応を再現し、彼ら

を「馬鹿め、J(三十五)と罵ることを以て悪事の手始めとした男で、あって、特に巨山らを

標的としたわけで、はなかった。その彼が風流組に加わり、巨山一派と対決するのは、その

言行不一致を『韓非子』によって断罪する (5)お龍の導きによるものである。風流組と

の出会いの場面で、「黄道吉日を相てお殺しなさいなJ(四十六)と言って彼らを承伏させ

るのはお龍であり、巨山夫人美樹子誘拐も彼女の発起によるもので、あった。



お龍と村岡が風流組の前に現れる前、三晩続いて工夫たちは雲に乗った男女二人の姿を

目撃し、「空中を紹子する、男女二柱の神様J(四十一)ではないかと考え、地震・津波の

前兆かと疑う。また、鉄道建設により「河も山も突崩すもんだから、〔中路〕何かのソレ主

など〉いふものが、何処かへ引越をするんだとよJ(四十二)とも推測する。これは、橘南

総『東遊記~ (寛政七年)巻之二「松前の津波Jに拠った設定である。津軽の三厩での奇聞

で、・二、三十年前の松前の津波の折り、前兆として数日前から昼夜分たず「或は龍に乗り

雲に乗り Jiいろ/¥の神々虚空を飛行し給ふJさまが目撃され、後で人々は「此大変ある

事をしろしめして此地を逃去り給ひしなるべしJ(6)と言い合った、という話である。「松

前の津波Jでは津波を事前に察知した神々がこの土地から逃げ去ったためというが、『風流

線Jでは逆に、風流組の前に現れたお龍・村岡が雲に乗って飛行する姿とそっくりだ、った

ことから、工夫らは自分たちに加勢するため天下った「悪魔外道J(四十三)と捉えたので

ある。「魔物があらはれりやすぐに其の乾鴻になる、揃ってお頭と奉らあO 待構へて居るん

だぜJ(四十二)という工夫らにとって、二人の登場の仕方は十分に神秘的であり、 f信仰

すべき本尊Ji精神を支配するものJ(四十九〉となった。村間を巻きこみ、蛇類の長であ

る龍(お青島が蛇の化身である風流組を統率するとしづ構図が、『東遊記』の奇談を利用す

ることで成立したのである。

次に巷説としては、すでに指摘のあるように (7)、明治三十六年五月二十二日華厳の滝

で第一高等学校生藤村操が投身自殺した事件を仕組んでいる。哲学に興味を抱いていた点

も両者共通する。この自殺が、文部大臣菊池大麓男爵令嬢多美への失恋によるとの説は、

七月七日「読売新聞Jの「失恋牒物語J(ここでは令嬢の名を「松子j とする)等に見え

る。彼女が美濃部達吉と結婚することを知った藤村が悲観して自殺した、との憶説である

( 8) 0 姉崎正治(噸風) i清見潟の司一一句

項に f藤村操の死が失恋の為なりしとて、彼の死を議詑せんとする者新関に見ゆ、世は失

恋の人を憐れまぬまでに酷薄となりけるよJ とあるように、これは当時周知の情報で、あっ

た。本作で、小松原侯爵の三女であるお龍との身分の差が結婚の障害となったという設定

も、菊池男爵令嬢との関係を踏まえていよう。藤村の死体は七月三日に滝壷の汀に浮んで

いたのを発見されたが、死後四十日以上経っており、頭髪が抜け落ち腐乱して損傷が激し

かったため、藤村操は実は生きていた、との説が種々行われた。本作執筆以前では、同年

八月十一日東京の宮戸座で初演された伊井蓉峰作 f華厳滝Jがあるが、本作もこうした憶

説に乗ったのである。

彼の死が世人に与えた衝撃は大きく、例えば黒岩涙香は逸平く f少年哲学者を弔すj を

掲げ(五月二十七日「万朝報J)、「我が国に哲学者無し、此の少年に於て初めて哲学者を見

る、否、哲学者無きに非ず、哲学の為に抵死するもの無きなり」と称揚した。後追い自殺

も多く、「華厳滝の大追吊会J(明治四十年八月二十五日「読売新聞J)によれば、自殺者の

総計は七月までで既遂未遂併せて一八五名(明治三十六年四十二名、三十七年二十三名、

三十八年三十一名、三十九年三十六名、四十年五十三名。投身自殺者は四十年五月まで合



計で四十名)にのぼった。これらの中で、文科大学生村岡美月末が一高の後輩で、親友だ、った

藤村の自殺を悼むあまり自殺を決意し、六月十一日矢来倶楽部の池中で死体が発見された

事件は、自殺者が大学生ということもあって当時の諸新聞に報道されており、「村岡j姓の

一致は偶然と思われない。

滑稽性や伝奇性(猟奇性)という点は、本作の場面場面を思い浮かべるだけで十分であ

ろう。塚原伝内が旅画師多見五郎(多見次の変名)に酒を振舞われ、上機嫌で芙蓉館の内

情を喋るくだり cr田舎沼J)、また特務巡査大曲の脱線ぶりと警部長十時猛連の猪突猛進ぶ

り、その好対照 uうたがひJr浪裡白跳J)などは滑稽の好例であろう。猟奇という点では、

仮名倶楽部会場に投げ込まれた巨山の妾萩原篠の首 cr柳の糸Jr維幕J)、美樹子が幸之助

を養子にした上で近親相姦へと誘うこと u馬之部Jr蔓陀羅華J)、巨山が幸之助の姉お妻

を薬で眠らせ犯すこと crうた〉寝Jr夜討j。お妻はその後入水自殺)、巨山がお龍に自分

を父と呼ばせ犯そうとすること cr大水牛J) など。以上を含め、伝奇性は枚挙に暇ないく

らいだが、例えば巨山が救小屋の人々を畜生になぞらえていたこと u馬之部J)、捨吉と不

二太の容貌がそっくりで、あったため、捨吉が不二太に成りすまして竪川昇と戦い、死ぬこ

とで不二太に行動の自由をもたらすこと u黒髪谷Jr七箇の池J)、殺人代行の告示を不二

太らが書き記すこと cr鉄鉢J) などが好例であろう。このうち、捨吉が不二太の身代わり

になって竪川に殺される設定は、例えば『北雪美談時代加賀見』第十九編(二世為永春水

作・二世歌川国貞画、安政七年刊)で、初浦尾上之助が双子の弟換作に自分の身代わりと

して切腹させ、敵の白を欺くくだりを挙げることができる。「見ればかほさへかたちさへす

んぶんちがはぬわがおもかげj としづ風に、二人は生き写しで、あった。

四

形式・内容両面から草双紙的要素を確認したが、具体的に草双紙の影響を受けた部分を

挙げておきたい。

まず始めに、『続風流線~ r七箇の池j で、三太の養母がヒロインお龍の絵姿を調伏する

場面を取り上げたい。これは、二世柳亭種彦(笠亭仙果)作・二世歌)11国貞画の草双紙(合

巻)W宅米蕗議議長保』第六編(慶応二年)に拠った設定で、あろう。鏡花が『七不思議葛飾

誇』を読んでいたことは、随筆「狸磯子J(明治三十三年六月)に「母上いまそかりし時、

針箱のあたりに取散らされたる葛飾誇に、本所なる七不思議の、おいてけ堀、片葉の麓、

送提灯などある中に、狸燐子といへるがあり。Jとあることから明白である。これは、本書

四編(元治二年)序の「所謂本所の七不思議は。片葉の葦。おいてけ堀。埋蔵の講 足洗

ひ屋舗。送り挑燈。赤豆婆。あかりなしの蕎麦屋なり しかるに一説には片葉の葦とおい

てけ堀の外は皆異にて 馬鹿磯子。三ツ目橋の火。姥の足跡。姥が蔵。なかぬ挙描を露ズ

たればJ云々とあるのを踏まえていよう。なお、「泉鏡花蔵書目録J(W鏡花全集~ 53IJ巻、昭

和年丹岩波書応、月報二十九所収)にも所載されている。関係笛所のあらすじは次の通り。

六角官のすけ氏つなの妾ま萩の方は、ある 晩鬼形の者に連れ去られる自分の姿を見て



病に伏す。膳のすけが心配して彼女に付き添うので、正妻荻の前の寵愛が衰える。それを

快く思わない荻の前の弟滑太郎の教唆により、荻の前のめのと厚ぎ(七十歳余りの白髪の

老婆)は、ま萩の方の絵姿を描き呪認したので、ま萩の方は針や釘を刺されたように苦し

む。

ことにちかごろさるひとより とかげと むかでと へびの三虫れあひた〉かはしめ

そのどくをひとにつたふるじゅつをでんじゅし こ〉ろみたればき〉めするどし ゅ

ゑにこたびもこのじゅつをおこない まはぎとやらんのいのちをとらんと うばはゑ

をよくかくをもって さるころまはぎにたいめんのおりから 心におぼえしようばう

〔容貌〕 いけるがごとくうっしとり かたしろ〔形代〕となし じゅほう〔呪法〕

するゆゑに さきのよまはぎがたましひ かのゑにうっしうばひたれど

(読みやすさを考えて適宜字問を空け、[ J内に漢字を宛てた。以下回じ)

云々とある。膳のすけの家来磯次郎は、ま萩の方の病が呪誼によることを知り、呪誼する

人間の隠れ家を探索するため、京都嵯峨の北にある金峯寺の不動明王に祈願する。すると

一羽の鶏が膳のすけの願文をくわえて飛んでいったので、後を追ったところ、「かはのはゾ

ひろくなり た〉み三でうしかるべく たひらかなるいしさしいでたるうへには きのえ

だおほひかさなり さながらやねをふきたるごとJき所で、厚ぎの姥が壇を築き呪文を唱

えているのに出くわす(図版3参照)。

くさ f¥のものもりならべいばら しゃうび〔蓄萩〕におにあざみひ〉らぎの

えだ さしましへたる はなづ〉を だいのよすみにたて そのさまごま木たくごと

き ろを中あつにくぼませたる なかよりきばむけむりをくゆらす そのかはたとふ

るものもなく これをかげばゑふごとく またぎやくじゃうをもよほすごとし だん

のさいうはみつあしのかなさらに まつのひで ほそ/¥もやしてあかりとし い

はといはとのはさまなる ふるづかのやうなるものにむかひて あやしのきゃうよむ

ものあり しのびちかづきうかゾへば としいとたけしらうぢょにて しらがをちら

し かたにゆりかけ しろぬの〉ひとへに けさめくものかけ あらなはもてはらに

まとひ いらたかじゅずをすりもみて いっしんふらんのありさまは みのけだちて

ものすごし なほよくみれば このものは はたしてたんぱのあつぎなり さてこそ

とおもひ なほみるに ぐもつもすべてよのつねならず 4 ねずみゐたち ひきがへ

る おほきなる井もり ちいさきへび きりたるあり まるのま〉うちころしでもり

たるもあり へいはくをさかさにたて かほよき女のすがたゑを いたにはりかけ

へいのえ〔柄〕にはさみで っかにそへてたて そのゑすがたをはりもてぬひ くぎ

うちたるは いくかともそのかずかぞふべくもおぼえず とふにおよばぬしゅそのじ

ゃほう さではこのみやまのたに〉かくれて ひごろまはぎのかたいのりしものか

につくきあつぎ

鶏を不動明王の神力と悟った磯次郎は、あつぎの姥を壇から引き摺り下ろし、縄をかけ

ようとする。そこに曲者が現れ、切り合いとなり、血の綴れゆえにか嵐が起る。あつぎ、の



姥は薄手を負うが、機次郎も瀧の神を祭る社のあたりから鉄砲で狙撃され、滝査に落ちる。

以上を『続風流線』と対比してみよう。巨山に美人画を描くよう言われた絵師狩谷秀岳

は、巨山夫人美樹子の美しさに圧倒され、自分の絵を描けないでいる。それを知ったお龍

は、自らモデ、ルになることで狩谷を救うのだが、その絵は巨山の所有となり、鉄砲打の三

太の養母にお龍を呪い殺させるため渡される。鞍ケ獄の山続き、近づく者のない黒髪谷の

古びた絹で、三太の養母はお龍の絵姿を掲げ、手前に「白い蜘妹の巣で

でで、畳んだだ、、こんろ体のものを置いた、上に大鍋をかけJ(八十五)て「青苔の生へた、大石J

で蓋をし、「苦しくば絵姿の婦メ:に崇れや。ぬしたちの身うちの熱さで、あの姫を焼けい漏J

と言いながら、その中に「蛇J('巻、〈¥断J喝の類」を何十匹も摺み込んで煮る。大鍋の火

が絵姿に燃え移れば呪誼が完成するのだが、お龍の位が勝っているため、さらに老婆は、

嫁に孫を連れてこさせ殺そうとする。休息、を入れて呪誼は十日余り続いていたが、そこに

竪)11少尉と村間(実は捨吉)との決闘が起る。巨山の命で捨吉を狙撃した三太の弾丸は逸

れてしまい、老婆は死ぬが、お龍の絵姿も焼けてしまう。婦に踏み込んだ竪川少尉らは「中

のいきれと其の臭気J(八十五)に怠が詰まる。

比較すれば、影響関係は明瞭で、あろう。絵姿を掲げ、「ひきがへるJiちいさきへびJの

類を供物とする呪認の内容、凄まじい臭気。 i白髪を振乱しJた f七十ばかりの溢jが f蒼

い胸から、腹へかけて、ぐる/¥まきにした藁縄J(八十五)をまとっているさまも同じで

ある。また、鉄砲で狙撃される点も(善玉悪玉相違するとは言え)共通する。一方、相違

点としては、『七不思議葛飾誇』で呪誼が失敗したのに対し、『続風流線』ではお龍の絵姿

が焼けてしまい、結果的に呪誼が成功する。これは、作品末尾で、芙蓉館の落とし穴に囚

われたお龍が灯火をくつがえし、火に焼かれようとしたことを予告するものである。

草双紙からの影響として、次に杉fJ亭種彦『修紫田舎源氏~ (歌川田貞閥、天保七年刊)を

取り上げよう。仲働のお辻が芙蓉館の二階から双眼鏡で芙蓉潟をあちこち見回していると

ころに、幸之助を連れた包山が帰ってくる笛所(二十~二十一)は、 ~í彦紫田舎源氏』第二

十編(~源氏物語~ í明石j 巻に拠る)で、山名宗入(~源氏物語』の明石入道に当たる。以

下同様に注記)の娘朝霧(明石上)と侍女千鳥が、宗入に招かれた光氏(光源氏)主従を

遠眼鏡で見る場面に拠る(9) (図版4参照)。巨山に招かれた幸之助が光氏に当たり、芙

蓉潟と芙蓉館は、白砂青松の明石の浜とそこにそびえる宗入の館に拠ったものである。芙

蓉館の二階から見下ろすのは、高潮を恐れた朝霧が少し離れた小高い悶辺の家から見てい

るとの設定を応用したもの。差し出口を利く侍女千鳥は、お辻と小間使お孝の軽口に生か

されている。彼女らが巨山の帰宅を「御注進J(二十一)に及ぶのも、光氏の須磨の諦居を

急襲した山名宗全の軍勢が折からの高潮により磁滅されたことを、紫(紫の上)の侍女主￥

が「御注進(1 0) Jに来る設定に拠ろう。また、美樹子と幸之助の謡う「松風Ji綾の鼓j

を水上と村岡が聞き惚れる(五十七~五十八)場面も、宗入の館で光氏が手馴れた琴を弾

き澄ますのを、同辺の家で朝霧主従が聞き惚れる場面に基づくだろう。

~i彦紫田舎源氏』の摂取はこれだけではない。秀岳の美人画を完成させるための策略と



して、幸之助が美樹子に言い寄ったところ、彼女の方も幸之助を養子とした上で不義を持

ちかける点 (r紫しらベJr馬之部Jr憂陀羅華J) も、 rt彦紫田舎源氏』第二編 cr楠壷j 巻

に拠る)で、山名宗全の藤の方(藤壷)への恋着を断ち切るため、光氏が深夜藤の方の閏

を訪れ、わざと不義を仕掛ける場面に拠っている。美樹子は、夫巨山が養う人々を密かに

牛や馬などの畜生と見て楽しんでいるのを知り、彼らへの申し訳に¥「畜生になって欲しリ

(七十二)と言う。『修紫田舎源氏』で、策略とは知らず藤の方と光氏の睦言 (11) を盗

み開きした宗全は、「こなたは畜生j と光氏を罵り、もし彼女と結婚していたら自分が恥辱

を被るところだ、った、と恋情が覚め果てる。いずれも、男の方が策略として不義を仕掛け、

その策略が成功する (r風流線』では二人が合意する)。しかし『風流線』では、単なる密

通のつもりだったのが本当の近親相姦(畜生道)に展開することで、罪悪感はより深まる

しかけである (12)or母にも同じその人と、密通なしたる犬畜生Jと述懐する光氏と、「起子

の不義ではありませんか。〔中略〕然うなれば畜生で、すJ(七十二)と罪深さに戦く幸之助

とでは、罪悪感に隔たりがあろう。

美樹子と幸之助(母子)、巨山とお龍(父娘)の「寵生J関係は、龍蛇対娯艇という趣向

を超え、甘美と醜悪の限界を語っている。これは趣向重視の草双紙を超えている。「他人の

妻」への恋惇 cr怪語Jr去りながらJr山中哲学J)、妻となるべき女に亡母を重ね見て白害

する男 cr鴛花径J)、人妻である孤家の女への欲情ゆえに「音生道Jへ落ちる男たち cr高

野聖J)、「畜生になりますj と自らの恋を表明する，人妻 cr銀短冊J)、「生きながら畜生道に

落ちる」直棋とお冬・お孝母娘の相姦 cr雪柳J) など、人倫を超えた愛欲、膏生道への畏

れ惑いが、絵空事ではなく鏡花にはあったように思える。これについては稿を改めて考え

たい。

在

( 1 ) 初出を復刻した『明治文学全集21 泉鏡花集』に拠る。「国民新聞」マイクロ

版(京都大学附属図書館蔵)では「お若衆と藤娘j の六字ナシ。初版では「花

形が二人Jナシ(読点の異同を除く)。

(2 ) 風流組が蛇体に喰えられていることは従来から指摘があったが、これは巨山側

を蝦艇と見てはじめて意味を持つO なお、野口久美「泉鏡花『風流線』考J(昭

和五十七年八月「上智近代文学研究J) は、お龍を辰、巨山を虎と捉えている。

確かに、巨山は『続風流線』末尾で「虎の人立したる如く」お龍を追うが、こ

れは狩猛なさまの形容で、あって、全体として巨山側は娯艇とみてよい。ちなみ

に、「七箇の池j の章に出る越中の縄ケ池(続八十三)には、俵藤太が娯挺退治

のお礼として貰った龍女を放したという伝承がある。拙稿 f鏡花文学における

前近代的素材(下)J (平成二年五月 f国語国文J)参照。前掲『海戦の余波』の

龍宮の姫も「本地は女龍〔のち「龍女j と改JJ (十)で、あった。

(3) r俵藤太物語~ (新j朝日本古典集成『御伽草子集』昭和五十五年一月)にも見え



る語。ここでは熱風や熱砂に身を焼かれる苦痛。

(4) お龍を中心とした水のイメージは、特に末尾に於いて顕著である。七夕を機に

水盃で結婚したお龍と村岡は牽牛織女と見なされるが、溢れる銀河さながらの

手取)11の洪水により、牽牛織女同様同会の時間は短い。なおこれは、『白縫誇』

の若菜姫と鳥山豊後が天から遣わされた天神だったことを踏まえていよう O ま

た、美樹子の死骸は白山の雪に包まれ、それを載せた機関車は「大水牛J(続九

十一)と喰えられる。

(5 ) 上田正行 rr風流線j の背景J(昭和六十二年二月「金沢大学文学部論集(文学

科篇)J)参照。

(6 ) 引用は版本に拠る。鏡花も版本を所持していた。なお、続帝国文庫『紀行文集』

(明治三十三年四月)にも収録。本書の影響については、『新編 泉鏡花集』第

八巻解説(平成十六年一月)で結論のみ述べた。

(7 ) 福田清人「風流線J(昭和二十四年五月「解釈と鑑賞J)など。

(8) 同様の説は前日七月六日の「中央新聞j の「藤村操の死と恋J，~こも見え、また

後には荻野博士の三女芳子説や馬島千代説が登場した。平岩昭三『検証藤村

操~ (平成十五年五月不二出版)参照。

(9) ~由縁の女~ (大正八年一月~十年二月)四十七~五十もこれに拠っていること

は、吉田呂志『泉鏡花 グ美と永遠11 の探究者~ (平成十年四月日本放送出版協

会)で指摘。

(1 0) 引用は、読みやすさを考慮して、適宜漢字を宛て句読点を補った『新日本古典

文学大系』本に拠った。

(1 1) ~由縁の女』六十八にこの箇所の原文「道に背くもそなたのため、命捨つるはか

ねての覚悟、さァこち寄って寝ねしや〔中略〕水より清い御身をば、私ゆゑに

濁らせます。此夜ばかりか前世から、結びおいたる悪縁と、思へばいとジ悲し

きをJ云々が引用される。

(1 2)近親棺姦を「畜生道におちるJことと同意であるのは、山東京伝の読本『双蝶

記J巻之四の十一「同胞の妹を恋慕ひ、種々鳥悪をなせし事、量天罰をまぬか

るべき。〈略〉寄生道におちいることは」云々などから明白である。

付記 引用文は初出により、単純な誤植を訂し、漢字を通行の字体に改め適宜振りがなを

省いた。また濁点・句読点を私に付したところがある。



泉鏡花文学と読本・草双紙の影響関係について

須田千里

一、「夜文ケ池j と読本『絞手摺昔木偶J

泉鏡花の「夜文ケ池J(大正二年三月「演芸倶楽部J)の舞台は、「越前回大野郡鹿見村塁手話

谷j となっているが、「琴弾谷Jという地名は、最近の『新編 泉鏡花集』第九巻「北陸j

(平成十六年六月岩波書庄)の「作中地名索引J(秋山稔執筆)でも「未詳。〈略)架空の

命名か」とされている。ニの材源は、柳亭種彦の読本『紋手摺昔木偶~ (文化十年、五巻五

冊)冒頭で、女仙示J焦が住む「室長読谷j に拠ったもので、はないだ、ろうか。鏡花は「いろ扱

ひJ(明治三十四年一月「新小説J)で「種彦と云へば、アノ、「文字手摺昔人形Jと云ふ本

の中にJ云々とその内容を説明しており、早くからの愛読が確認できる。

赤魚、の住む琴引谷は、出羽の国月山付近の十三弦というと土地の吉称、で、「今も時として

は金石糸竹の声をきくことあるJ場所で、「神仙の栖家Jだという。嘉応承安のころ、付喪

神の怪が現れ琴引谷に消えたことから、人々が断崖を掘り崩したところ、石内らしきもの

が現れ、中にともし火が燥々と輝いていた。ここには、年未二十に足らぬ女の、顔容J髪

のか〉り、いと艶やかなるが、j 美しい装いで、眠っていた。目を覚ました彼女は、自分は

大宝元年以来この石室にこもった「女仙Jであるといい、三日間諸人の運命を相した後、

石内を閉ざす(巻之ーの一)。作品は、赤魚に相された女性の運命を中心に展開するが、巻

之五末尾で、以前石円を暴いた土地の人々が皆、赤魚、が「鰹魚に跨り風に乗じて飛去るj

夢を見、その十五日後、「地震大に震ひ、琴引谷の絶壁悉崩れぬ、されど石室とおぼしき所

もなく、只ー尺ばかりの赤鰹を得たり、石に非ず挙lにあらずJr此一奇事今もなほ土人の

口碑にありとなん。j と終わる。

谷の名称以外で、両者の共通点を整理すれば次の通りである。まず、「夜叉ケ池j は、そ

の池の主白雪姫の支配する一種の仙境で、あるが、これは赤魚、が不老不死の仙人であり、琴

引谷が「神仙の栖家j であるのと共通する。第二に、「夜叉ケ池」末尾で「途端にもの 1議じ
き響きあり口一一地震だ。一一山鳴だ。」と村人が叫び、「天地晦冥Jのうちに白雪姫とそ

の春属が白山剣ケ峯へ行き、百合と晃が夜叉ケ池の新しい主となるのだが、昨戻手摺昔木偶』

末尾でも、琴引谷の主である赤魚はそこから飛び、去ったのち、「地震Jが起こって石室が崩

れる。すなわち、谷から主がし、なくなるときに地震が起る点が共通するのである。なお、

こうした奇異な出来事が「口碑Jとしづ枠組で土地の人々に語り継がれる点も、「夜叉ケ池j

の伝説的な設定と重なるだろう。

さらに「蔦太郎J(明治三十三年二月 f文芸倶楽部J) で、夜な夜な琴の調べが聞えると

いう「琴弾松j を越え、月の出る谷底にある伏屋へいくと、そこには母の顔そっくりな「貴

い女神Jがいるという設定も、地名の類似と、そこに女仙がいることから、『綬手摺菅木偶』

に拠ったものと考えられる D ここでは、「女神Jと亡母が重ねられており、鏡花の「女仙j



型女性形象である(拙稿「鏡花における女性類型j、平成四年四月「文学j、参照)。なお、

本作では、女神のお使いの鼠を琴の糸数と同じく十三匹としているが、琴六弦、琴(きん)

七弦、新羅琴十二弦、等(そう)十三弦の中から、特に琴を十三弦とするのは、『綬手摺昔

木偶Jで、「裏手引谷Jを今は「十三弦jと呼び直しているとの説明に依拠したためであろう。

以上に明らかなように、鏡花は青年時の愛読書から女仙の住む異界のイメージを膨らま

し、 f夜叉ケ池Jや「蔦太郎Jの基本的設定としたのである。

二、『神撃』と読本『頼豪阿閤梨依鼠伝』

馬琴の読本『頼豪何関梨依鼠伝JI(文化五年刊)巻之二に、政子が義高に贈った、双六を

打人形機関によって、義高の逃亡を助ける設定がある。「ニツの;示、福〉さしL対てo 設註を援

機闘をO 女の童に算出ニさしJや、「議に大姫より贈り給ひたる。木偶の機関を。義高の烏金

に操り量。主従終に龍揮の危きを脱れj とあるように、人形が双六を打つ音によって、あ

たかも義高が部屋にいるかのように見せかけ、時間稼ぎをした、という話である。

鏡花の『神撃JI(明治四十二年九月文泉堂書房)では、主人公雪枝が幼いときに愛した人

形の精が、城の天守閣に囚われた雪校の妻を賭けて、天守閣の住人の使者である坊主と双

六を打つ場面がクライマックスになっている。従来、この部分の材源は、吉田東伍『大日

本地名辞書JI(明治三十三~四十年)や橘南渓『東遊記JI(寛政七年)に載せる、岐阜県吉

城郡上宝村の双六谷の伝説に、『釈迦八倭文庫』第十六~十七編(嘉永三年刊)での阿修羅

王と毘羅焚志との囲碁の対決を取り合わせたものと考えられてきた(拙稿「鏡花文学にお

ける前近代的素材(下)J平成四年五月「国語国文J• i鏡花における近世と近代j 平成六年

七月「江戸文学J)。しかし、双六谷の伝説では鬼神が双六を打つのであり、先行文献には

人形が双六を打つ場面は見られない。すなわち、本作の核心をなす人形が双六を打つ場面

を、鏡花は『頼豪阿関梨佐鼠伝』によって得た可能性が高いのである。

『頼豪阿関梨佐鼠伝』を鏡花が読んでいたかどうかははっきりしない。しかし、前掲印、

ろ扱ひj に拠れば、年少時の鏡花は『南総里見八犬伝JI~椿説弓張月 JI ~句伝実実記JI ~近世

説美少年録』など馬琴の読本を「大変ひいきj にしていたというし、談話「文芸は感情の

産物品J(明治四十二年六丹)でも「馬琴は知識を以て書いて居るJと述べており、一定の

評価が窺われる。本書は、鏡花が所持していた博文館の帝国文庫四十六『馬琴傑作集~ (明

治三十年)にも収録されており、そこで読むことはできる。

三 「絵本の春j と草双紙『大晦日曙草紙』

山東京山作・歌)I悶貞画の草双紙『姑副躍白如(天保十年刊)七十四国で、小春が

巳の年月日の生まれであることから、病気の薬に供するため生き胆を取られるのではない

かと伝兵衛が心配する場面があるが、鏡花「絵本の春J(大正十五年)で「魔やうな小母さ

んJから関かされる話もこれと同一の設定である。なお、歌舞伎「傾城拍前室J(宝暦六

年初演)六幕目大切では、巴の年月日時の巳之助の生き血により邪法が破れるし、浄瑠璃



f伊賀越乗掛合羽J(安永五年初演)九つ自では、限病による失明を療すために十歳以下の

巳の年の男子の生き血が必要とされる。歌舞伎「名歌徳三升玉垣J(享和元年初演)五立自

でも巴の年月日時の女の血が白嬢の治療に必要との設定がある。馬琴の読本『松浦佐用姫

石魂録』後編(文政十一年子IJ)巻之七でも、浦二郎の「潮毒Jを癒すために「戊己の年月

日時に生れし女手のO 土徳牌の臓の鮮:丘を持てO 一時に多く飲ときは己!日毒豆地)こ除去てO

その腫ゑ水の決する如く。卒然として消散すJとあり、類例である。以上のように、干支

の揃ったものの生き監により悪病を治療する設定は近世文学によく見られるものであるが、

「絵本の春j との類似性から言えば、以前「鏡花文学における前近代的素材(上)J (平成

二年四月「国語国文J) で指摘した『児雷也豪傑誇』二十五編の影響とともに、『大晦日曙

草紙』の影響も考えなければならないだろう。本書は、「泉鏡花蔵書目録J(~鏡花全集Jl )3IJ 

巻、昭和年月岩波書店、月報二十九所収)に所載であり、鏡花が読んだ可能性の高い作品

である。


